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7月25日（金曜日）

尾 薗 春 雄

　
　
　
議
を
開
催

二
面
　
企
業
で
の
合
法
木
材
の
取
組
発

　
　
　
表
　
円
卓
会
議
の
模
様

三
面
　
セ
ー
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証
の
延

　
　
　
長
適
用
　
平
成
十
九
年
の
素
材

　
　
　
需
給
量
は
２
８
７
８
万
k
　
任

　
　
　
意
労
災
補
償
制
度
に
つ
い
て

四
面
　
お
し
ら
せ
　
景
況
調
査

サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た

Ｇ
８
サ
ミ

Ｇ

サ
ミ

に
向
け

Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た

Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
に
向
けけ
た

十
数
カ
国
の
議
員
が
違
法
伐
採
対
策
に
強
い
関
心

　
「
合
法
木
材
」
確
保
の
取
り
組
み
に
高
評
価

全木連　並木瑛夫会長の挨拶

ん
で
い
る
。
ま
た
、
諸
外
国
に
も
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
違
法
伐
採
に

関
す
る
国
際
セ
ミ
ナ
ー
を
二
年
続
け
実

施
し
て
い
る
。
本
日
の
議
論
が
世
界
中
の

違
法
伐
採
に
対
す
る
取
り
組
み
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
こ
と
を
念
願
す
る
」
と
挨
拶
。

来
賓
と
し
て
は
、
若
林
正
俊
農
林
水

産
大
臣
、
エ
リ
オ
ッ
ト
・
モ
ー
レ
ー
同

議
員
連
盟
会
長
、
谷
津
義
男
同
議
員
連

盟
日
本
会
長
が
挨
拶
。
こ
の
う
ち
若
林

大
臣
は
「
違
法
伐
採
問
題
に
つ
い
て
、

日
本
は
世
界
の
先
頭
に
立
っ
て
重
要
性

を
主

し
て

た

と
、
日

政
府
が

主

的
な

を

じ
て
き
た
こ
と
を

―

木

は

月
二

日
に

プ
リ
ン
ス

テ
ル
で

「

８

ミ
ッ
ト

G
o
h
o

w
o
o
d
円

会

―

サ

け

て

本
の

の

映

界
十
数
カ
国
の
国
会
議
員
や

関
係
者
が
違
法
伐
採
対
策

確

す

た
め
の
日
本
の
取
り

み
を
評
価
す
る
意
見
も
聞

み
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
印
象
付
け
た
。

出
席
し
た
の
は
、
日
本
を
は
じ
め
と

す
る
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
デ
ン
マ
ー

ク
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
カ

メ
ル
ー
ン
、
イ
ン
ド
な
ど
十
数
カ
国
の

国
会
議
員
・
政
府
関
係
者
。

冒
頭
、
並
木
瑛
夫
全
木
連
会
長
は

「
わ
れ
わ
れ
木
材
業
界
は
、
日
本
政
府

の
違
法
伐
採
問
題
に
対
す
る
政
策
に
協

調
し
、
合
法
性
・
持
続
可
能
性
が
証
明

さ
れ
た
木
材
の
供
給
体
制
を
確
立
す
る

た
め
に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
。
日
本
の

業

団

に
よ
る
合
法
木
材
供
給
事
業

者
の

、
こ
の
二
年
で
全
国

七

社

を

け

o
h
o
―

w
o
o
d
の
供

に
積

に

り
組

円
卓
会
議
を
開
催

Ｇ
ｏ
ｈ
ｏ
　
ｗ
ｏ
ｏ
ｄ
円

　
Ｇ
　
Ｇ
ｏ
ｈ
ｏ
　
ｗ
ｏ
ｏｏ
ｄ
円
卓
会
卓
会
議
を
開
催

　―　

　
Ｇ
ｏ
ｈ
ｏ

　
Ｇ
ｏ
ｈ
ｏ

　
Ｇ
ｏ
ｈ
ｏ

　
Ｇ
ｏ
ｈ
ｏ

　
Ｇ
ｏ
ｈ
ｏ

　
Ｇ
ｏ
ｈ
ｏ
　―　　―　　―　―　――　　―　―　――　

（第604 25日発行）
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平
成
二

平
成
二
十
二
年
三
月
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
オ
ー
ル
合
法
木
材
に

　
　
オ
ー
ル
合
法
木
材

ー

住
友
林
業

ー

日
本
の
取
り
組
み
に
多
く
の
賛
同
F
u

）

　
（
　
Japan

O
ffice

Institutional

議
事
で
は
、
日
本
に
お
け
る
木
材
ユ

ー
ザ
ー
の
対
応
と
し
て
、
住
友
林
業
と

コ
ク
ヨ
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
が
違
法
伐
採
材

に
対
す
る
自
社
の
取
り
組
み
を
発
表
し
た
。

住
友
林
業
の
能
勢
秀
樹
・
専
務
・
山

林
環
境
本
部
長
は
、
①
平
成
十
七
年
に

「
環
境
に
配
慮
し
た
木
材
調
達
基
準
」

を
策
定
②
十
九
年
六
月
に
は
「
木
材
調

達
理
念
・
方
針
」
を
発
表
③
そ
れ
に
基

づ
き
、
二
十
二
年
三
月
ま
で
に
自
社
で

取
り
扱
う
木
材
・
木
製
品
の
一
〇
〇
％

を
合
法
性
が
確
認
さ
れ
た
も
の
に
す
る
こ

と
を
目
指
す
―
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
。

こ
の
ほ
か
、「
合
法
性
の
透
明
度
が
比

較
的
高
く
、
輸
送
距
離
が
圧
倒
的
に
短

い
」
と
し
て
。
同
社
が
建
築
す
る
住
宅

の
主
要
構
造
材
の
国
産
材
比
率
を
今
後

二
年
以
内
に
現
在
の
五
一
％
か
ら
七
〇

％
ま
で
高
め
る
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
合

板
工
場
で
は
原
木
の
五
五
％
に
相
当
す

る
月
間
八
千
k
の
国
産
材
利
用
を
目
指

す
―
な
ど
、
国
産
材
の
利
用
を
積
極
的

に
進
め
る
方
針
を
説
明
し
た
。

コ
ク
ヨ
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
の
清
水
亨
専

務
は
、
オ
フ
ィ
ス
家
具
業
界
で
は
合
法

木
材
の
証
明
方
法
に
つ
い
て
、
業
界
団

体
の
自
主
的
行
動
規
範
に
よ
る
証
明
で

対
応
し
て
お
り
、
主
要
オ
フ
ィ
ス
家
具

メ
ー
カ
ー
が
所
属
し
て
い
る
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｆ

　

Ａ

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
事
業
者

F
urniture

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
事
業
者

F
urniture

A
ssociation

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
事
業
者

A
ssociation）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
事
業
者

）

認
定
団
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
。

ま
た
、
同
社
で
は
総
合
的
な
環
境
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
、
環
境
対
応
が
不
十

分
な
商
品
に
み
ず
か
ら
マ
ー
ク
（
エ
コ

×
マ
ー
ク
）
を
付
け
て
そ
の
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
と
い
う
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

し
て
い
る
か
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
の

質
問
も
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
吉
野
議

員
が
「
例
え
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
違

法
伐
採
に
対
す
る
取
締
り
を
強
め
て
い

る
と
い
う

実
が
あ
り
、
か
な
り
の
効

果
が
出
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
」
と

説

。
イ
ン

ネ
シ
ア
の
議
員
も
「
わ

が

を
犯
罪
と
し
て

い

が
出
さ
れ
る

ー
ス

増

い
る
」
と
、

策
を
強
化
し

こ

ほ
か
、「
合
法
木
材
供
給
業
者
の

認
定
制
度
は

定
取
り
消
し
が
あ
り
う

る

な

、

り
実

が

ま
る

だ
ろ
う

、

が

の

ー

明

、

「

っ

い

る

。
そ

味

で
、

れ

め

は
最

低
限
の

が

障
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
だ
」、「
実

に

に

わ
る
の
は
他

国
の
人
間
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
資

金
提
供
者
が
い
る
。
彼
ら
を
国
際
的
に

取
り
締
ま
る
規
範
が
必
要
だ
」
と
い
っ

た
意
見
が
あ
っ
た
。

最
後
に
座
長
を
務
め
た
大
熊
幹
章
・

東
大
名
誉
教
授
が
「
全
体
と
し
て
、
①

違
法
伐
採
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

地
球
上
す
べ
て
の
者
に
と
っ
て
重
要
で

あ
り
、
Ｇ
８
で
も
焦
点
を
あ
て
る
べ
き

課
題
②
生
産
国
・
消
費
国
が
協
働
し
て

違
法
伐
採
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
③
生
産
国
に
お
け
る
技
術
の

向
上
や
資
金
面
で
様
々
な
課
題
や
困
難

が
あ
り
こ
れ
を
克
服
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
―
と
の
意
見
が
あ
っ
た
」
と
総
括
。

ま
た
、
わ
が
国
の
合
法
木
材
調
達
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、「
多
く
の
賛
同
が
得

ら
れ
た
」
と
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
①
合
法
性

証

の

性
の
確

へ
の
取
り
組
み

の

要

②
政
府
調

に
と

ら

、

セ

ー

の
普

の
必

③

に

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

が
指
摘
さ
れ
た
と
し
、「
こ
れ
ら
の
意
見
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

基
調
報
告
で
は
、
同
連
盟
で

林

話
共

議
長

務
め

日
本

芳
議

（
衆

院
）

「
日

の

h
o

o

d
の

後
の

望
と

際
連

と

テ
ー

で
講

。

議
員

、
国

そ
れ

れ
が

材
を

わ
な

と
い

意
識

と
が
重
要
だ
、
合
法
木
材
が
使
わ
れ

よ

な

セ

ィ

与

る
こ

と

、

っ
て

、
信

と

め
る
こ
と

換

は
、声

っ

み

が

際

の

な

を

た
ら
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木
材
産
業
支
援
策
が
延
長
適
用

　
　
　
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証

　
　
　
　
　
　
通
常
枠
の
倍
ま
で
保
証

平
成
19
年
の
素
材
需
給
量
は
２
８
７
８
万
k

木
材
産
業
に
対
し
て
は
、
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
る
際
の
信
用
保
証
の

支
援
策
が
延
長
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

中
小
企
業
信
用
保
険
制
度
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証
が
そ
れ
で
、
期
間

は
平
成
二
十
年
七
月
一
日
か
ら
九
月
三

十
日
ま
で
。

一
般
製
材
業
ほ
か
集
成
材
製
造
業
、

建
築
用
木
製
組
立
材
料
製
造
業
（
プ
レ

カ
ッ
ト
）、木
材
・
竹
材
卸
売
業
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
の
木
材
関
連
産
業
が
指
定
さ

れ
て
い
る
。

指
定
を
受
け
た
業
種
の
中
小
企
業
者

は
、
通
常
の
枠
（
普
通
保
証
二
億
円
、

無

保

証
八
千
万
円
等
）
に

え
て
、

さ

に

枠
で
、
普
通
保
証
二
億
円
、

無
担
保
保
証
八
千
万
円
等
の
保
証
の
利

用
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
一
般
保
証
に

比
べ
て
割
安
な
保
証
料
で
保
証
を
受
け

ら
れ
る
。

実
際
に
、
保
証
を
受
け
る
に
は
、
事

業
所
所
在
地
の
市
町
村
、
特
別
区
の
商

工
担
当
課
等
の
窓
口
に
指
定
期
間
内
に

申
請
書
を
提
出
し
、
認
定
を
受
け
、
希

望
の
金
融
機
関
ま
た
は
所
在
地
の
信
用

保
証
協
会
に
認
定
書
を
持
参
の
う
え
、

保
証
付
融
資
を
申
し
込
む
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
金
融
審
査
を
経
て
、
融
資
及

び
保
証
の
可
否
が
決
ま
る
。

農

水
産

の
「

成
十

統
計
」
に
よ

と
、

成
十

材
需

量
は
、
前
年

・

二

八

。

需

で

、
需

約

め
る

材
用

前
年

四
・

％

一
千

百
四

四
万

千
k

、

こ
れ

対
し
、
合
板

は
〇
・
八
％

増
加

あ
っ
た
。
木

チ
ッ

用
も

素

供
給

、
国

材
が

比

・
三
％
増
加
し
て
千
七
百
六
十
五
万

り

年

三
・

％。八

・
二

四

・

。

洋

、
米

、
北

、
ニ
ュ
ー

ー
ラ

、
量

だ十

・

つ
。
こ

か

プ

、
製
材
用
と

全

協

で
は
、
新
し
い
保
険
と
し

て
、

年

か
ら
Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険
会
社
が

取
り
扱
う
「
任
意
労
災
補
償
制
度
」
を

採
用
し
、
所
属
員
事
業
所
に
提
供
す
る

た
め
に
試
行
的
に
募
集
活
動
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
制
度
は
、
木
材
業
を
営
む
う
え

で
の
事
業
所
内
外
で
の
自
社
の
従
業
員
、

経
営
者
へ
の
被
害
を
補
償
す
る
も
の
。

こ
の
制
度
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、

公
的
労
災
の
対
象
と
な
ら
な
い
①
経
営

者
、
役
員
も
対
象
に
な
る
こ
と
②
同
じ

く
「
熱
中
症
」
が
対
象
に
な
る
こ
と
。

ま
た
、
最
高
一
億
円
ま
で
の
③
使
用
者
賠

償
責
任
補
償
を
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

最
近
の
事
例
で
は
、
労
働
災
害
の
場
合
、

高
額
の
使
用
者
賠
償
責
任
を
請
求
さ
れ

る
こ
と
が
新
聞
等
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

企
業
経
営
安
定
の
一
環
と
し
て
各
事
業

所
に
お
か
れ
て
は
、
ぜ
ひ
導
入
を
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
④
公
共
事
業
参
加
の
際
に
必

要
な
「
経
営
事
項
審
査
制
度
」
の
加
点

対
象
に
な
る
こ
と
が
新
し
い
と
こ
ろ
。

　
　
経
営
事
項
審
査
の
加
点
対
象
に
な
る

「
任
意
労
災
補
償
制
度
」
を
本
格
展
開

需要部門別、材種別素材供給量

区　分 単位 計
国　産　材 外　　　　　　　材

計

製 材 用

合 用

対前年比

計

製 材 用

合 用

木材チップ用

小 計 針葉樹 広葉樹 小 計 南洋材 米 材 北洋材 その他
ニュージー

千k

〃

〃

〃

％

〃

〃

〃

28 789

19 448

5 227

4 114

97.8

95.6

100.8

105.1

17 650

11 981

1 632

4 037

106.3

102.9

142.7

105.7

15 162

11 782

1 619

1 761

108.2

104.1
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111.8

2 488

199

13

2 276

96.0

60.5

72.2

11 139

7 467

3 595

77

86.8

85.9

89.0

80.2

1 008

162

846

0

82.7

81.0

83.1

…

4 613

4 562

48

3

87.5

87.0

184.6

75.0

4 438

1 715

2 655

68

87.1

81.1

91.6

80.0

845

809

35

1

88.6

93.0

42.2

100.0

235

219

11

5

81.6

81.7

73.3

100.0101.4

事

高

よ
り

ま
る

め
、

⑤

い

業

担

が

ら
に
、

ル

ト
、

パ
ー

、

も

に

な
る
。
保
険

は

協

契

え
ば
、

間

高
二

円
の
事

業

の
場

、

亡

百
五
十
万

円
、

院
補
償
二
千

、

院
補
償
一

千
円
に
使
用
者
賠
償
責
任
補
償
五
百
万

円
を
付
け
て
月
額
の
保
険
料
は
、
木
材

販
売
業
の
場
合
二
千
六
百
二
十
円
、
木

材
製
造
業
の
場
合
は
七
千
百
円
と
な
る
。

よ
り
手
厚
い
補
償
と
し
て
死
亡
補
償
千

五
百
万
円
、
入
院
補
償
五
千
円
通
院
補

償
三
千
円
に
使
用
者
賠
償
責
任
補
償
一

億
円
を
付
け
た
場
合
は
月
額
の
保
険
料

は
、
木
材
販
売
業
の
場
合
七
千
百
五
十

円
、
木
材
製
造
業
の
場
合
三
万
二
百
十

円
と
な
る
。（
以
上
は
全
木
協
連
の
募
集

に
よ
る
加
入
事
業
者
数
が
一
定
数
以
上

の
場
合
で
、
こ
れ
を
下
回
れ
ば
保
険
料
は

変
更
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
補
償
内
容
、

金
額
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
設
定
が
可
能
。）

　
全
木
協
連
が
行
う
、
木
材
産
業
の

　
　
　
　
　
設
備
導
入
に
対
す
る
助
成
制
度

＊
利
子
助
成
制
度
（
木
材
産
業
体
質
強

　
製
材
業
等
木
材
産
業
の
方
々
が
、
プ

資
金
を
金
融

の
一
部

（
３

）
す
る
。

＊

ー
ス

助

（
木

材

助

成
額
は
、
助
成
期
間
を
通
じ
、
総
額
で

は
機
械
代
金
の
概
ね
八
〜
九
％
。

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で



お役に立ちます 
林業・木材産業信用保証 

　私どもは昭和38年創立以来、林業・木 
材産業を専門に信用保証を行う公的機関 
です 

（対象業種） 
造林・育林 
素材生産 

木材・木製品製造 
薪炭生産 
林業種苗生産 
きのこ生産 
木材卸売 

独立行政法人 農林漁業信用基金（林業部門） 
〒101-8506 1 1番12号（コープビル11階）

（ ） （

全 木 連 時 報

― 4 ―

景況調査＝全木協
（ ）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

プレカットの動向
受注後、加工ま

3か月後相場予想

3

販 売 量
仕 入 量
販 売 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 格

米 材
南 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

南 材
北
国 材

販 売 量
仕
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売
仕 入 格

頻度
乾燥材取引の

平成20年7月25日（金曜日） （第604号）（第三種郵便物認可）

ポ
ス
タ
ー
が

平
成
　　
年
版
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20年6月分集計表
モニター数147 回答数 回収率74％

151 回答数 ％

増加31％（34）
増加25％（27）

11）
上昇28％（30）

増加 ）
28 30

上昇 ）
上昇 ）

強 含 み
21 20）

58％（53）
14％（14）
41％（36）

増　　加
17％（18）

減少29％（32）
減少33 36）

下降 2 2）

減少
13 14

下降
下降

弱　含　み
5 5）

4 4）
8 8）
3 3）

減　　少
0 0）

保ち合い
74 70）

38％（34）
78％（78）
56％（48）

変わらず
83％（90）

変わらず40％（43）
変わらず42 46）

）
変わらず70 77）

）
59 64

）
）

変 ら 58）

変 ら （98）
変わらず69％（85）

変わらず58％（71）
変 ら （70）

変わら 93）

増加20％（25）
増加
上昇 3％（ 4）
上昇16％（20）

増加26％（32）
増加17％（21）
上昇 ）
上昇20 24）

含 み

34％（16）
61 33
15％（16）

1ヵ月以内
74 17）

減少33 40

下降17 21）
下降15％（18）

減少16％（20）
減少25 31）

下降 4 5

弱　含　み

1）
2 1
18 ）

1ヵ月以上
17 ）

64 ）
37 20
67 ）

1ヵ月
9 2）

今

の
木

Ｐ
Ｒ

ポ
ス

ー
が

成
し

。
今

の
テ
ー
マ
は
、「

の
木

住
宅

訴
え

内
容
と
な

い
る
。
住
宅

入
層

対
象

、

人
の

心
の
高
い
「
健
康
」
を

調
し

た
。

で
、
二
万
一
千
枚
を
作
成
し
、

各
都

府
県
木
連
を

心
に
、
日
常
Ｐ


